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シ
ン
ポ
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ウ
ム

高
木
博
志H

iroshi Takagi

（
元
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

「
月
の
輪
古
墳
と「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」再
考
」

紙
屋
牧
子M

akiko K
A

M
IYA

（
玉
川
大
学
）

「
映
画『
月
の
輪
古
墳
』を
読
み
直
す
」

福
家
崇
洋Takahiro FU

K
E

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

「
戦
後
日
本
共
産
党
の
文
化
政
策
」

須
永
哲
思Satoshi SU

N
A

G
A

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

「
郷
土
教
育
運
動
と
国
民
的
歴
史
学
運
動
の
邂
逅
・
亀
裂

│
社
会
科
教
科
書『
あ
か
る
い
社
会
』と
月
の
輪
古
墳
」

今
尾
文
昭Fum

iaki IM
A

O

（
元
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）

「
い
た
す
け
古
墳
の
1
9
5
5
年
│
保
存
運
動
へ
の
転
化
」

（
タ
イ
ト
ル
は
す
べ
て
仮
題
で
す
）

◉
記
録
映
画『
月
の
輪
古
墳
』（
1
9
5
4
年
）参
考
上
映
あ
り

司
会
：
小
堀
聡
（
京
都
大
学
）

13
時
〜
17
時
30
分（
12
時
30
分
開
場
）【
対
面
開
催
・
無
料
】

2
0
2
6
年
2
月
11
日
（
㊌
休
）

芝
蘭
会
館
稲
盛
ホ
ー
ル
（
京
都
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パス
）

主
催
：
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所  https://w

w
w

.zinbun.kyoto-u.ac.jp

お
問
い
合
わ
せ：

京
都
大
学
人
文
研
ア
カ
デ
ミ
ー

E
-m

ail

： z-academ
y@

m
ail2.adm

.kyoto-u.ac.jp

京
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大
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人
文
科
学
研
究
所
総
務
掛
T
E
L
：
0
7
5–

7
5
3–

6
9
0
2（
平
日
9
時
〜
17
時
）

近
現
代
天
皇
制
を

考
え
る
学
術
集
会

│
戦
後
史
と
し
て
の
月
の
輪
古
墳

旧片上鉄道吉ヶ原駅



橿
原
宮
で
初
代
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
神
話
に
も
と
づ
く「
建
国
記
念
の
日
」が
、
1
9
6
7
年
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
1
8
7
2
年
に
は
じ
ま
る
戦
前
の
紀
元
節
は
、
記
紀
神
話
に
基
づ
く
天
皇
制
を
、
学
校
行
事
を
は

じ
め
社
会
へ
と
浸
透
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。「
建
国
記
念
の
日
」公
布
か
ら
今
日
ま
で
の
57
年
の
あ
い

だ
に
、
反
対
運
動
が
継
続
す
る
一
方
で
祝
日
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。つ
ね
に
現
代
に
向
き
合
っ
て
き
た

人
文
科
学
研
究
所
で
は
、こ
の
日
に
近
現
代
天
皇
制
を
学
術
的
に
考
え
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
戦
後
の「
国
民
的
歴
史
学
運
動
」と
し
て
著
名
な「
月
の
輪
古
墳
」と
そ
の
発
掘
運
動
に
焦
点
を

あ
て
ま
す
。
こ
の
円
墳
は
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
飯
岡（
当
時
は
勝
田
郡
飯
岡
村
）の
大
平
山
山
頂
に
あ
り
、

高
木
博
志  H

iroshi TA
K

A
G

I

（
元
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

専
門
：
日
本
近
現
代
史（
天
皇
制
、
文
化
史
）

主
著
：「「
天
皇
陵
」と
民
主
主
義―

世
界
遺
産
登
録
と
大
山
古
墳
立
入
り
観
察
か
ら
」『
世
界
』

（
2
0
2
5
年
10
月
号
）、『
近
代
天
皇
制
と
伝
統
文
化―

そ
の
再
構
築
と
創
造
』（
岩
波
書
店
、2
0
2
4
年
）

紙
屋
牧
子  M

akiko K
A

M
IYA

（
玉
川
大
学
）

専
門
：
映
画
学

主
著
：『
戦
争
と
占
領
の
日
本
映
画
史―

歴
史
の「
闇
」を
捉
え
返
す
』（
青
土
社
、
2
0
2
5
年
）、

「〝
皇
太
子
渡
欧
映
画
〞と
尾
上
松
之
助―

N
F
C
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
に
み
る
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
皇
室
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
戦
略
」『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』第
20
号（
2
0
1
6
年
）

福
家
崇
洋  Takahiro FU

K
E

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

専
門
：
日
本
近
現
代
史（
社
会
運
動
史
、
思
想
史
、
史
学
史
）

主
著
：「
神
々
の「
昭
和
維
新
」―

「
理
念
と
し
て
の
天
皇
」の

行
方｣

、
駒
込
武
・
高
木
博
志
編『
国
家
神
道
の
現
代
天
皇
・

神
社
・
日
本
人
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
2
0
2
5
年
）、（
共
編
）『
思

想
史
講
義
』（
筑
摩
新
書
、
2
0
2
2
〜
2
3
年
）

須
永
哲
思

    Satoshi SU
N

A
G

A

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

専
門
：
近
現
代
日
本
教
育
史

主
著
：「
私
立
各
種
学
校
・
京
都
人
文
学
園
の
歴
史―

「
人
文

主
義
の
精
神
に
依
る
教
育
」の
ゆ
く
え
」（『
人
文
学
報
』第
1
2
2

号
、
2
0
2
4
年
6
月
）、『
桑
原
正
雄
の
郷
土
教
育―

〝
資
本

の
環
〞の
中
の
私
達
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
2
0
2
0
年
）

今
尾
文
昭  Fum

iaki IM
A

O
 

（
元
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）

専
門
：
日
本
考
古
学（
古
墳
時
代
）

主
著
：『
天
皇
陵
古
墳
を
歩
く
』（
朝
日
新
聞
出
版
、2
0
1
8
年
）、

『
古
墳
文
化
の
成
立
と
社
会
』（
青
木
書
店
、
2
0
0
9
年
）

1
9
5
3
年
に
発
掘
さ
れ
て
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
発
掘
運
動
は
、
考
古
学
の
専
門
家
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
民
衆
が「
自
ら
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
」活
動
と
し
て
実
践
さ
れ
た
も
の
で
、
敗
戦
前
の「
皇
国
史

観
」と
異
な
る
古
代
史
像
に
結
び
付
く
だ
け
で
な
く
、
歴
史
の〝
あ
り
方
〞を
問
い
直
す
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
1
9
5
5
年
の
大
阪
府
百
舌
鳥
古
墳
群
の「
い
た
す
け
古
墳
」の
保
存
運
動
に
も
波
及
し
て
い

き
ま
し
た
。
戦
後
史
に
お
け
る
月
の
輪
古
墳
な
ど
を
歴
史
研
究
や
映
像
上
映
を
通
し
て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

「
歴
史
と
は
何
か
」「
誰
の
た
め
の
記
録
か
」「
地
域
と
学
問
・
教
育
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

【会場（芝蘭会館）への行き方】
京都市バス：
201系統、206系統、31系統、
65系統をご利用ください。
最寄りのバス停は
「京大正門前」になります。
（徒歩2分）

※駐車場はございませんので、公共交通機関を
　ご利用下さい。

芝蘭会館

映画 『月の輪古墳』 人文研所蔵

近
現
代
天
皇
制
を

考
え
る
学
術
集
会

│
戦
後
史
と
し
て
の
月
の
輪
古
墳

https://www.med.kyoto-u.ac.jp/facilities/shiran/access/

